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口腔生命科学系列・助手
(歯周診断・再建学) 多部田 康 一

2002年１月より2005年３月までアメリカ合衆国

カリフォルニア州La J olla にあるThe
 

S cripps Research Institute（TS RI）に

おいてポストドクトラルフェロー（ポスドク）と

して滞在しました。大学院在学中より将来的には

留学したいという思いがありました。ただ現実問

題として留学にかかる費用などを考えると給料を

十分に払ってくれるようなラボを探す必要があ

り、そういった状況で理想的なラボに行くという

ことは本来であれば非常に困難なことであったよ

うに思います。そのような中、大学院在籍中に始

まり山崎助教授（現口腔生命福祉学科教授）から

の熱心なサポートにより相手先がポスドクとして

採用してくれることとなりました。さらには上原

記念生命科学財団の海外リサーチフェローにも採

用されてすべてがうまくいき、私の留学生活が現

実のものとなりました。

私の住んでいたS an D ieg o はカリフォルニ

ア州の最南端の海岸沿いにあるメキシコ国境に面

した都市です。人口はS an D ieg o cityで約

130万人と印象とは異なりS an Francisco を

抜いてカリフォルニア州でLos Ang eles に

次ぐ第二の都市であり全米では７番目に大きな都

市となっています。雨が少なく温暖で非常に恵ま

れた気候と美しい海岸をもつスペイン統治のなご

りをみせた独特な雰囲気が漂う都市です。私がポ

ス ド ク と し て 働 い て い た TS R Iは S an
 

D ieg o に隣接したLa J olla という町にあり

ます。この研究所はアメリカで最大規模のnon-

profit の研究財団と知られ非常に業績の高い研

究者をPrincipal Investig ator（PI）として

多数かかえています。私の滞在中にも２人のPI

がノーベル賞を受賞しました。周囲にはUni-

versity of California S an D ieg o、ソー

ク研究所、ラホヤアレルギー免疫研究所、また数

多くのバイオ関連の研究所などが存在しており、

バイオ研究の盛んな地区としても知られていま

す。研究を行うにあたってはこれは大きな利点で

ありすぐ近所において自分の専門外のことについ

て意見を聞いたり、サンプルを持ち込んですぐに

共同実験をしたりといったことがとても頻繁に行

なわれています。また施設間でのセミナーの情報

も共有されており自分の聞きたいセミナーがあれ

ばそこへ出かけて聞きくことが可能であり、論文

になる前の新しいデータを知ることが可能でし

た。よく言われる流行を追うことの多いアメリカ

のサイエンスは情報の早さが決め手でありこの点

での競争においては日本に勝ち目は無いように思

われました。こういった環境でいろいろ学び研究

ができたことは研究をする者としてとても幸運で

あり充実した毎日でした。

私の働いたラボは免疫学部門に所属しており研

究内容は歯科の臨床とはまったくかけ離れたもの

でした。PIは Bruce Beutlerという自然免疫

の分野においてとても著名な人で、TNF-αの同

定でキャリアを立てたひとです。私が留学する数

年前にグラム陰性菌の主要抗原のひとつである

LPS のシグナリングレセプターをToll like
 

receptorとしてLPS 不応答性のマウスとし

て知られるC３H/HeJ において同定した人で

もあります。これらの一連の仕事より2004年には

コッホ賞を受賞されました。留学中の仕事を紹介

させていただきますと2001年よりラボにおいては

ENU mouse mutag enesis project を

中心として仕事が進められていました。方法とし

てはエチルニトロソウレア（ENU）というアルキ

ル化剤をマウスへ投与することによりマウスゲノ

ム遺伝子上に点突然変異をランダムに導入しま
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す。そしてコードされたたんぱく質の機能不全に

よる目的としたマウス個体の異常をスクリーニン

グするものです。その遺伝子を同定することによ

り特に炎症に関連した新規の遺伝子または既知の

遺伝子でこれまで情報のなかった機能を同定する

ことを目的としています。とはいうもののマウス

の遺伝子解読はY 染色体を除いてはほぼ終了し

ており、その塩基配列からたんぱく質をコードし

ていると予測されるもの、また機能はわからない

けれどたんぱく質として発現しているものにはす

べて名前がつけられているため完全に新しい遺伝

子と言えるものはまずありません。ですから私た

ちの研究室ではある遺伝子に対して従来の研究手

法では予期できないようなたんぱく質の機能を発

見することがまず目標となっていました。近年で

はmolecular biolog yの進歩により以前に

も増して短期間に目的とする遺伝子のノックアウ

トマウスが作成され遺伝子機能の解明に有効な手

段となっています。しかしながら遺伝子をノック

アウトしてみたけれど個体レベルで何が異常にな

っているか解らなかったりノックアウトすること

で胚性致死を生じさせ個体の解析には至れないと

いったケースが非常に多くあります。これに対し

て私たちの手法は異常のあるマウスを探すことか

ら始まる逆方向のアプローチであり、異常のある

マウスを見つけたあとは原因遺伝子の特定に至る

ストラテジーがpositional cloning と呼ば

れる方法により完成しているため確実に原因遺伝

子の特定を行うことが可能でした。

仕事としては大変な時間と労力を費やす種類に

属し結果のなかなか得られないことに苛立ったこ

ともあったように思いますが、何よりも幸いなこ

とにとても良い仲間とBoss に恵まれ何とかな

ったように思います。研究面においてはアメリカ

にいってまったく今まで未経験のことを始めたわ

けでいろいろなことを学ぶことができましたが、

特に研究活動をどのように行うかという点で多く

のことを同僚の優秀なポスドクたちから学んだよ

うに思います。細かくここで挙げることは難しい

ですが、特にディスカッションの活用が研究を行

う上での基本であるということが強く感じられま

す。ディスカッションを行うことでそこから自分

の持たない情報を得ることができ、また自分の中

で整理のできていない点を明らかにして自分の仕

事の方向性を修正していきます。またディスカッ

ションにより自分の仕事を積極的に人にアピール

していくことが自分の仕事を進める助けを直接的

にもまた人を介して間接的にも外から引き寄せる

ことにつながります。こういったことを効果的に

行うスキルを持つことはとても難しいことです。

シャイな日本人にとって、まして外国語でとなる

とさらに難しいことです。コミュニケーションに

おいての自己の存在のアピールがここでは非常に

重要であり黙って努力し結果をだすだけで人に認

めてもらうということはまずアメリカではありえ

ないように思います。

アメリカといってもその州と住む地域によって

その人種構成や産業、収入の違いにより町の生活

環境、雰囲気はまったく異なります。そういった

意味ではLos Ang eles、S an D ieg o とい

った南カリフォルニアはヒスパニック系、アジア

系の人口比が非常に高く、私たちアジア系の外国
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人が自然になじんで生活しやすい環境にありま

す。S an D ieg o においてしか暮らしていない

ことからか私にとってアメリカはとても暮らしや

すい快適な国でした。アメリカで過ごした間にい

ろいろな国から来た人、いろいろな職種の人、い

ろいろな考えを持っている人に会うことができ、

いろいろな経験をすることができました。仕事に

おいての収穫にもそれなりに満足していますが、

それ以上にアメリカでのすべての出来事、経験が

私個人の大きな財産でありそれに何よりも満足し

ています。あまりに歯科と離れたアメリカでのポ

スドク生活でしたが、帰国後に直接的にでなくて

もここでの経験がいかすことができたらと思って

います。

最後になりますが快く私を留学させてくださっ

た吉江 弘正教授（歯周診断・再建学）、大学院在

籍中から指導していただき留学をするきっかけを

作ってくださった山崎 和久教授に心より感謝い

たします。
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